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[57]帳簿履歴 Ｆ８● 概 要

弊社システムは、下図のように電子帳簿保存「優良」同等条件を備えております。

[57]帳簿履歴プログラムは、この条件のうち
・「記録事項の訂正・削除を行った場合にはこれらの事実及び内容を確認できること」
・「通常の業務処理期間を経過した後に入力を行った場合にはその事実を確認できること」
の要件を満たすものとなっています。

帳 簿
電 子 帳 簿 の 保 存 要 件 概 要 タテムラソフト

優 良 その他

記録事項の訂正・削除を行った場合には、これら
の事実及び内容を確認できる電子計算機処理シス ○ －

[57]帳簿履歴プログラムテムを使用すること

通常の業務処理期間を経過した後に入力を行った ※注意事項有。Ｐ.２参照
場合には、その事実を確認できる電子計算機処理 ○ －
システムを使用すること

電子化した帳簿の記録事項とその帳簿に関連する 各帳簿の関連性は、月ごと
他の帳簿の記録事項との間において、相互にその ○ － にもつ仕訳のデータ番号で
関連性を確認できること 確認可

システム関連書類等（システム概要書、システム
仕様書、操作説明書、事務処理マニュアル等）を ○ ○
備え付けること タテムラソフトを使用する

パソコンの設置場所に取扱
保存場所に、電子計算機（パソコン等）、プログ 説明書等を備え付けるなど
ラム、ディスプレイ、プリンタ及びこれらの操作 画面表示・出力環境を整え
マニュアルを備え付け、画面・書面に整然とした ○ ○ る
形式及び明瞭な状態で速やかに出力できるように
しておくこと

① 取引年月日、取引金額、取引先により検
検 ○ －

索できること
索
② 日付又は金額の範囲指定により検索でき

要 ○※1 － [11]仕訳入力プログラム
ること

件
③ 二つ以上の任意の記録項目を組み合わせ 検索及び、検索したデータ

○※1 －
た条件により検索できること の印刷、ＣＳＶ搬出可

税務職員による質問検査権に基づく電磁的記録の
ダウンロードの求めに応じることができるように －※1 ○※2
していること

※１ 保存義務者が、税務職員による質問検査権に基づく電磁的記録のダウンロードの求めに応じること

ができるようにしている場合には、検索要件のうち②③の要件が不要となります。

※２ ”優良”の要件を全て満たしているときは不要となります。
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[57]帳簿履歴プログラムは
・[11]仕訳入力での入力、訂正、削除日時が確認できます。 ※データ合併は対象外です。
・指定した条件で集計し、科目ごとに元帳形式で表示（実行）・印刷・プレビュー・ＰＤＦ出力がで
きます。（印刷用紙はＡ４白紙）

※※ 注意事項 ※※

● 履歴管理において、下記の処理を行った場合については実際の入力日時ではなく、各処理を行なった
時点の日時及び作業PC名となります。

[91]仕訳データ補正

1.ユーザコード変更
・訂正・削除データを除くデータを指定ユーザコードへコピーします。
・コピーした日時とPC名でデータが書き込まれるため、全データが同一日時・同一オペレーター名
となります。
・訂正・削除データはコピーしないため、これらの履歴はみられません。また、削除データの伝票
番号は欠番となります。

2.期首日変更

・訂正・削除データを除くデータを、伝票番号を整理（削除データの伝票番号を詰める）してから
指定ユーザコードへコピーします。
・コピーした日時とPC名でデータが書き込まれるため、全データが同一日時・同一オペレーター名
となります。
・コピー前に削除データの伝票番号を詰め、全体の伝票番号を振り直してから書き込むため、コピ
ー前とコピー後の仕訳では伝票番号は一致しません。また、訂正・削除データはコピーしないた
め、これらの履歴はみられません。

[760]月別仕訳データコピーの1.仕訳データコピー

(1)一部データコピー（既存データ追加）
・コピーした日時とPC名でデータが書き込まれるため、データコピーで追加したデータは同一日時、
同一オペレーター名となります。

(2)全データ書き換え
・コピー先にすでにあるデータを削除してからコピー元データに書き換えます。
・作業を行った日時とPC名で削除及びコピーデータが書き込まれるため、削除及びコピーデータの
全データが同一日時・同一オペレーター名となります。

●（オプションプログラム）自動合併を行なっている場合

合併データでの伝票番号は自動で割り振られるため、履歴の確認は非常に分かりづらく困難です。
履歴管理を利用する場合は、合併前の個別データで行ってください。

[70]仕訳データ搬出／[71]仕訳データ搬入を利用して、データのやりとりを行なう場合●

・搬出や搬入を利用するPC名（オペレータ名）が同一の場合、データのやりとりにおいて履歴の
確認が正しくできません。
・やりとりを行なう双方の[70][71]仕訳データ搬入出プログラムのバージョンがV-6.01以上である
ことが条件となります。

[57]帳簿履歴をご利用になるデータにおいて、[70][71]の仕訳データ搬入出を
使った仕訳データのやりとりがある場合は事前設定・確認が必要となります。

システムサービス課までご連絡ください。
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[57]帳簿履歴 起動画面

・表示や印刷で入力履歴
を確認することができ
ます。

・科目ごとの元帳形式と
なっています。

・期間、科目等を指定後、

実行

印刷

プレビュー

PDF出力

いずれかのボタンを
クリックします。

［実行］形式

［印刷］［プレビュー］［PDF出力］形式



- 4 -

各プログラム共通機能

● プ・切替 (Ｆ１)の機能について
プリンタが複数台ある場合、任意に指定したプリンタへ出力を切り替えることが可能です。

1. 各プログラムにある プ･切替 （F1）

を押すと「プリンター選択」の画面を

表示します。

2. 出力プリンタを指定しますと

指定プリンタより出力できます。

※メニュー画面に戻ると
指定は元に戻ります。

● ユーザ選 (Ｆ２)の機能について
ユーザー選択は、申告情報登録の法人名(カナ)に法人名のカナ読みを登録しておくこと

。 。によりカナ検索機能でユーザーを選択できます また事業年度と期首月からも検索できます

1. ユーザーコードを確定する前に

ﾕｰｻﾞ選 （F2）を押すと、左図の画面

を表示します。

2. 検索欄に法人名(ｶﾅ)を入力し事業年度

と期首月を指定すると条件に合うユー

ザーのリストを画面の左半分に表示し

ます。

※期首年月だけを指定してもユーザー

を検索できます。

右半分のリストは、使用したユーザー

の履歴を15件まで表示します。

3. 画面上部の「コード」にユーザーコー

ドを入力するか、リストのコード番号

にカーソルを合わせてクリックする

ことでユーザ－を選択できます。

各ファンクションキーの機能

前 頁 (F1) ... 現在表示している頁の前頁を表示します。

次 頁 (F2) ... 現在表示している頁の次頁を表示します。

再読み (F9) ... ユーザーの削除やユーザー名の変更等を行った場合には、再読みで最新

のリストを再表示することができます。
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● 財プリンタ （Ｆ３）の機能について
財ﾌﾟﾘﾝﾀは、主として使用するプリンタを指定しておくことができます。

指定は機械の電源を切るまで有効です。

この設定をしておくと、前頁で説明した、 プ･切替 （F1）を毎回行わなくても

指定したプリンタに出力することができます。

1. プログラム群選択メニューで、 財ﾌﾟﾘﾝﾀ (F3)

を押します。

2.「プリンター選択」の画面を表示します。

3. 出力プリンタを指定しま

すと、指定プリンタより

出力できます。

指定は電源を切るまで
有効です。

● 項目内容の記憶
各出力帳票において、指定内容を記憶し、次回同一プログラムを呼び出した場合に同じ指定

で表示をします。なお、指定を初期値に戻す場合は 項・消去 （F10）を押します。

例 ［57］帳簿履歴の期間指定を4.1-4.30とした場合）

＜初期値＞ ＜次回呼出＞

出 力

す る

と

記 憶

項 目

消 去

(F10)

戻 る
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● 印刷
各帳票を出力する際に選択します。

。※ 印 刷 を選択すると印刷が始まります

● 出力を中止するには
1． 印刷可 を押します。印刷可のランプが消え、１～２枚の紙が排出され止まります。

2. マルチウィンドウ端末を右上の × で終了します。

※Win直プリンターをご利用の場合は「コントロールパネル」→「デバイスとプリンタ

の表示」から「印刷ジョブのクリア」を選択します。

（プリンタの切替器がある場合にはプリンタの切替器の電源を切り再度電源を入れます ）。

3. プリンタの キャンセル を２秒以上押してから、離します。

4. プリンタの電源を切ります。

5. 再度プリンタの電源を入れます。

エラーのランプが消え、印刷可のランプがつきましたら出力中断作業は完了です。
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● プレビュー機能
各帳票を出力する際、印刷するものを画面で見ることが可能です。

※ プレビュー を選択すると下図の画面を

表示します。

拡大・縮小の機能もあります。

プレビューの画面から印刷することが

できます （表示画面のみを印刷します ）。 。

● ＰＤＦ出力機能
各帳票を出力する際、ＰＤＦ形式で表示・保存することが可能です。

※ ＰＤＦ出力 を選択すると下図の画面

を表示します。

「保存」をクリックし、データを任意の

場所に保存します。
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（オプション） Ｆ８［５７］帳簿履歴プログラム

● 概 要
・[11]仕訳入力での入力、訂正、削除日時が確認できます。 ※データ合併は対象外です。
・指定した条件で集計し、科目ごとに元帳形式で表示（実行）・印刷・プレビュー・ＰＤＦ
ができます。（印刷用紙はＡ４白紙）

1. ユーザコードを入力し、 Enter を押します。

2. 期間指定を行います。

3. 期間指定の至月日が期末日の場合、期末修正(13ヶ月目で入力した)データの扱いを指定します。
1. 期末含む 2. 期末含まない 3. 期末のみ

4. 科目指定 ※指定しなければ「全科目指定」の扱いとなります。

･個々の科目指定 例)現金のみ［１０１］－［ ］又は［１０１］－［１０１］
普通預金※全銀行 ［１０３］－［ ］又は［１０３］－［１０３］
普通預金の三菱ＵＦＪ銀行のみ ［１０３］－［／ミヒ］

･範囲での科目指定 例)現金から普通［１０１］－［１０３］

5. 伝票番号範囲
1. 制限なし… 伝票番号の指定なし
2. あり … 伝票番号を範囲指定します。

6. 金額範囲
1. 制限なし… 金額の指定なし
2. あり … 金額を範囲指定します。

7. 補助コードを指定する場合は、範囲指定します。

8. 補助変換
補助コードを指定した場合の表示方法を指定します。
1. 明細のみ
2. コードと明細

9. 入力日付
履歴は、[実行]で画面表示した場合は日付、時刻、オペレータ名を表示します。印刷の場合は
枠が狭く全ての印刷ができないため、印刷方法を指定します。
1. 日付と時刻 2. 日付とオペレータ名

10. 各指定終了後、 実行 印刷 プレビュー PDF出力 ボタンをクリックします。
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科目ごと、仕訳の日付順に表示します。実行

備考：（上段）入力日時 と PC(ｵﾍﾟﾚｰﾀ)名
（下段）訂正又は削除日時 と PC(ｵﾍﾟﾚｰﾀ)名

※印刷の場合、訂正・削除データの入力日は印字しません。
実行画面をスクリーンショットしWord等へ貼り付けることで印刷できます。

訂正伝票の例）伝票番号00002
訂正前のデータに =====(打消し線) 入力日時･上段/訂正日時･下段
訂正後のデータ 上段訂正日時

削除伝票の例）伝票番号00005
削除データに =====(打消し線) 入力日時･上段/削除日時･下段

F1:前頁 F2:次頁 表示中の科目の頁移動に使います。

表示科目を変えるには「科目:」右横のセレクトボタンをクリックして科目コードを選択します。
選択したい科目がない場合は、「科目ﾘｽﾄ頁：」右横のセレクトボタンをクリックして
次の頁を選択後、「科目:」セレクトボタンを押して探します。

ひとつの科目リスト内に
２０個の科目があります。

集計科目が２０個を超えると
科目リスト頁もひとつ増えます。
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科目ごと、仕訳の日付順に出力します。印刷 プレビュー PDF出力

備考：（上段）・入力日( 実行 備考の上段)を印刷します。

・訂正･削除データは訂正･削除日( 実行 備考の下段)を印刷します。

※訂正・削除の入力日は 実行 画面で確認できます。

（下段）時刻 又は PC(ｵﾍﾟﾚｰﾀ)名 ※指定により変わります。

訂正伝票の例）伝票番号00002
訂正前のデータに =====(打消し線) 訂正日時
訂正後のデータ 訂正日時

削除伝票の例）伝票番号00005
削除データに =====(打消し線) 削除日時

伝票番号を左欄外へ出力します。

プレビューの場合、 印刷 ボタンを表示します。 上図 1.日付と時刻
クリック又は Ｆ１ キーを押すことで

表示中の頁を印刷ができます。 右図 2.日付と
オペレータ名

プレビューの場合、 前頁 次頁 ボタンを表示します。

表示頁の移動ができます。

・前頁への移動

前頁 をクリック又は Ｆ６ キーを押します。

・次頁への移動

次頁 をクリック又は Ｆ７ キーを押します。
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